
「戸建注文住宅の顧客実態調査」結果公表

　（一社）住宅生産団体連合会（住団連）は、「2021

年度戸建注文住宅の顧客実態調査」を実施、この

ほど公表しました。同調査は、戸建注文住宅の顧

客ニーズの変化を把握することを目的としたも

の。2000 年から開始し、今回で 22 回目となりま

す。同調査の対象エリアは、3 大都市圏（東京圏、

名古屋圏、大阪圏）と地方都市圏（札幌市、仙台市、

広島市、福岡市、静岡市）。有効回答数は 3420 件

となっています。

　住宅の延床面積は 124.5㎡で、昨年度より 2.3

㎡縮小し、2015 年以降縮小傾向が継続しました。

建築費は 3816 万円で昨年度より 1 万円高く、住

宅取得費合計は 5783 万円で、446 万円高くなっ

ています。平均建築費単価は 30.6 万円 /㎡で、昨

年度より 0.5 万円上昇。なお、2015 年以降上昇

傾向が続いています。

　住団連は、世帯年収が増加したものの、建築費、

住宅取得費が上昇し続けていることから、延床面

積を抑制するとともに、自己資金や借入金を増や

すことで対処している状況が読み取れると分析し

ています。また、住宅消費税の圧迫感は、2019

年度以降に税率アップが影響したことから「かな

り圧迫感があった」とする顧客の増加傾向が続き

ました。その割合は 2021 年度で 57.8% となって

おり、「少し圧迫感があった」の 24.3% を合わせ

ると 82.1% が圧迫感を感じていることがわかっ

たとしています。

　長期優良住宅は全体の 86.3% を占め、2020 年

度より 2.0 ポイント増加。さらに都市圏別の構成

比をみると、東京圏と地方都市圏の長期優良住宅

の割合（84.9% と 82.2%）が、名古屋圏と大阪圏

（91.9% と 90.9%）に比べ、低くなりました。

　また、ZEH については「ZEH にした」が 2020

年度より 6.5 ポイント増加の 27.9%、「検討しな

かった」が 7.7 ポイント低下の 43.9% でした。

ZEH にしなかった理由をみると「スケジュール

が大きくかわってしまう」が 45.3% と最も高く、

次いで「掛かり増し費用が高いと感じたから」が

22.4% でした。

●顧客が実際に採用したかどうかにかかわら

ず、特に関心が高かった最新設備・建材・技術を

みると、「太陽光発電パネル」が 64.4% と最も高

く、「メンテナンスフリー外壁」（35.6%）、「蓄電

池」（30.5%）、「全館空調システム」（25.1%）、「構

造システム（免震・制震等）」（20.1%）、「燃料電

池（エネファーム等）」（19.0%）の順でした【上
図参照】。●続いて顧客が採用した最新設備・建

材・技術では、「太陽光発電パネル」が 61.9% と

最も高く、「HEMS」（42.4%）、「メンテナンスフ

リー外壁」（38.3%）、「エコキュート」（34.0%）、「構

造システム（免震・制震等）」（27.6%）の順となっ

ています。

●さらに、顧客が採用した最新設備・建材・技

術のうち、採用したが予算的に厳しかったものと

しては、「蓄電池」が 42.0% で最も高く、次いで

「太陽光パネル」（31.9%）、「全館空調システム」

（29.2%）、「燃料電池（エネファーム等）」（28.7%）

の順となりました。

採用の有無にかかわらず特に関心が高かったもの（複数回答）
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出典：（一社）住宅生産団体連合会
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テーマ： 「実家の相続に関する意識調査」

持家市場が苦戦する中で、都市型住宅で存在感のある旭化成ホームズのキャンペーン「実家のこれ

から」相談会が話題になっている。「実家の相続」をキーワードとして、単なる二世帯住宅や建て替え

需要を顕在化させる手法から、住み替え売却、資産活用まで顧客の視点から多様な選択肢を提案し

ている。

１． 年度 ～ 月期の住宅着工は前年比マイナス ％

～ 月の新設住宅着工戸数の需要別の動向を見ると、新設住宅合計でマイナス ％、持家需要マイナス

％、貸家需要はマイナス ％、分譲需要はマイナス ％とすべての需要でマイナスに転じた。これは首

都圏における分譲マンションの落ち込み、貸家需要がなかなか回復しないことが大きな要因と考えられる。

住宅会社各社にとっては、今まで持ち家市場を

補完してきた賃貸需要が低迷する中で、メイン市

場である持ち家需要の掘り起こしが課題になって

いる。

この夏の各社のキャンペーンを見ると、積水ハウ

スは「プランニングカフェ 設計相談会」と恒例の

「住まいの参観日」の展開。住友林業は「夏の家

設計相談会」、セキスイハイムは新商品「新型パ

ルフェ発表会」で集客を図っている。

しかし、住団連の「住宅業況調査（第一回 月調

査）」の結果では、展示場来場者や引き合い増加

を示す指数は前年を大きく下回っている。

また、経営者の景況判断調査（第二回 月調査）

の 月から 月の見通しにおいても「消費増税に

よる駆け込みが徐々に発生してくる時期であり、

顧客の動きも活発化してくると思われる」という楽観的な声も聴かれるが、反面「戸数アップは期待できず、

、二世帯住宅などの単価アップに期待」との声もあり、量的拡大といった成果に結びつかないのが現状の

ようだ。

そんな中で、戦略的なマーケティングに定評のある旭化成ホームズのキャンペーンテーマが話題になっ

ている。同社は、首都圏を中心とした大都市圏にターゲット市場を限定し、 会場に複数出展するドミナン

ト展示場戦略や、二世帯住宅、三階建て住宅、賃貸併用型、 子供を持たない共働き世帯 など

新しい住まい方の提案するすることで需要拡大を図ってきた。

今回は「実家と相続」という古くて新しいテーマを取り上げ、生活者調査「実家の相続に関する意識調査」

に基づいたキャンペーンを展開している。 月の受注速報はまだ公表されていないが、関係者の間で話

題になっている。
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有限会社内田建築青山安南様

北恵２年目社員が知りたい！

❘
母
に
な
っ
て
提
案
は
変
わ
り
ま

し
た
か
。

現
実
的
に
な
り
ま
し
た
（
笑
）
た

だ
根
本
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。私
は

リ
ビ
ン
グ
に
常
に
人
が
集
ま
る
環

境
で
育
っ
た
の
で
、家
族
団
欒
し

や
す
い
家
、子
ど
も
中
心
の
生
活

が
で
き
る
家
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。お
客
様
に
も
「
子
供
部
屋
は

小
さ
く
て
い
い
か
ら
リ
ビ
ン
グ
を

広
く
し
た
い
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
。キ
ッ
チ
ン
中
心
で
気
配
を
感

じ
ら
れ
る
お
家
が
人
気
で
す
。見

学
会
で
お
客
様
に
「
キ
ッ
チ
ン
に
い

た
ら
全
部
が
見
渡
せ
て
い
い
ね
」
と

言
わ
れ
、自
分
は
そ
う
い
う
家
が
つ

く
り
た
い
ん
だ
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。主
婦
に
な
り
家
事
動
線
を

意
識
し
た
間
取
り
に
な
り
ま
し
た
。

「
多
少
お
金
が
か
か
っ
て
も
効
率

的
に
家
事
し
た
い
か
ら
そ
の
分
頑

張
る
わ
！
」
と
い
う
た
く
ま
し
い
女

性
が
多
い
で
す
。お
客
様
に
は
些

細
な
こ
と
も
全
て
吐
き
出
し
て
く

だ
さ
い
と
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。そ

の
う
え
で
の
諦
め
は
納
得
の
諦
め

な
の
で
後
悔
が
残
ら
な
い
と
思
い

有限会社内田建築事務所 –創業100年を記念し2020年に建築された新社屋-

三重県四日市市で100年続く地場工務店 -有限会社内田建築-

個
性
に
寄
り
添
う
自
由
設
計

マ
マ
目
線
で
建
て
る
子
ど
も
中
心
の
家

❘
完
全
自
由
設
計
と
は
。

私
た
ち
に
は
プ
ラ
ン
集
や
標
準

仕
様
が
な
く
０
か
ら
お
家
を
つ

く
り
ま
す
。完
全
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
の
で
、や
り
た
い
こ
と
が
湧
き

出
て
き
て
プ
ラ
ン
打
ち
合
わ
せ

で
１
年
か
か
る
方
も
い
ま
す
。

お
客
様
と
の
関
係
も
よ
り
密
に

な
り
、家
に
も
愛
着
が
湧
く
の

で
お
引
渡
し
は
子
供
が
巣
立
つ

気
分
で
お
客
様
と
一
緒
に
泣
い

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

❘
お
客
様
の
傾
向
は
似
て
い
ま
す
か
。

バ
ラ
バ
ラ
で
す
。私
自
身
建
築
が
好

き
な
の
で
、和
風
・北
欧
・現
代
ア
ー

ト
ど
ん
な
テ
イ
ス
ト
で
も
、お
客
様

の
好
き
な
ス
タ
イ
ル
に
と
こ
と
ん
の

め
り
込
み
ま
す
。今
は
時
代
が
良
く

な
っ
た
の
で
イ
ン
ス
タ
で
理
想
の
イ

メ
ー
ジ
を
伝
え
て
く
れ
る
方
が
多
い

で
す
。打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
る
と
好

み
も
わ
か
っ
て
く
る
の
で
提
案
し
や

す
い
で
す
し
、お
客
様
も
信
頼
し
て

任
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

過
去
の
施
工
事
例
を
見
て
こ
ん
な

の
が
欲
し
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、強
み
で
あ
る
自
社
の
大
工

さ
ん
が
、お
客
様
の
こ
だ
わ
り
を
追

求
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
の
あ
る
お
家

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

❘
カ
ラ
フ
ル
な
お
う
ち
が
多
い
印
象

を
受
け
ま
し
た
。

私
が
派
手
好
き
な
の
で
、お
客
様
に

も
「
こ
こ
に
好
き
な
色
入
れ
ま
せ
ん

か
？
」
と
提
案
し
た
り
し
ま
す
。ア

イ
ア
ン
手
摺
に
自
分
で
色
を
塗
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。飽
き
な
い
か
不

安
視
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
が
、好
き

な
モ
ノ
は
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す

し
、帰
宅
し
て
明
る
い
色
が
あ
る
と
、

ハ
ッ
ピ
ー
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。お

客
様
に
は
「
部
屋
が
明
る
く
て
元
気

に
な
れ
る
か
ら
や
っ
て
よ
か
っ
た
」
と

言
っ
て
い
た
だ
け
て
い
ま
す
。

ま
す
。で
き
る
限
り
希
望
に
応
え

た
い
の
で
、工
事
途
中
で
あ
っ
て
も

現
場
に
お
願
い
し
て
や
り
替
え
た

り
も
し
ま
す
。幸
せ
な
こ
と
に
、建

築
中
に
お
子
様
が
で
き
る
ご
家
族

が
多
い
の
で
、間
仕
切
れ
る
部
屋

の
提
案
や
、増
築
を
見
越
し
た
間

取
り
に
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

❘
内
田
建
築
様
な
ら
で
は
な
こ
と

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

完
全
自
由
設
計
で
、設
計
・施
工
・

管
理
全
て
を
自
社
で
行
っ
て
い
ま

す
。１
０
０
年
以
上
地
場
で
家
族

経
営
を
し
て
い
る
の
で
、当
た
り

前
で
す
が
悪
い
こ
と
や
責
任
逃
れ

は
で
き
ま
せ
ん
。営
業
担
当
は
い

ま
せ
ん
が
、お
か
げ
様
で
Ｏ
Ｂ
様
や

知
り
合
い
の
方
か
ら
の
ご
紹
介
で

お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。今
後
も
完
全
自
由
設
計
を

曲
げ
ず
、私
自
信
楽
し
み
な
が
ら

お
客
様
満
足
度
１
２
０
％
を
目
指

し
た
誠
意
あ
る
Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
の
家

づ
く
り
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

❘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

工業大学で建築を学び、卒業後２

級建築士を取得。内田建築の設計

事務所部門を設立し、自社で全て

を請け負う家づくりを開始。実務

経験を経たのち最短で１級建築士

を取得。趣味は建築巡りで旅行の

目的は建物鑑賞。現在は３人のお

子様を育てるママとしての感性も

活かしながら家づくりに奮闘。心

惹かれる温厚なお人柄。

「子どもが走り回れる回遊性のある間取りや、明るい色が好きです」

十人十色な
おうちのつくりかた



　前回の続き、一次エネルギーについて。昨今住

宅の省エネルギー性能を語る上で、UA 値（外皮

平均熱還流率 W/㎡ K）と一次エネルギー消費量

が重要な要素になっています。UA 値は住宅から

どのくらいの割合で熱が逃げるのかを示す指標で

すが、一次エネルギーは説明が難しいと思いま

す。「石油・石炭・原子力・天然ガス・水力・地

熱・太陽光など加工される前のエネルギーが一次

エネルギーで、加工されて身近で使える電気や都

市ガスを二次エネルギーと呼びます。省エネの評

価をする為には加工される前の一次エネルギーを

どれくらい消費するのかの判断をする必要があり

ます」と言われたところで、施主さんからすれば

話が壮大過ぎて「だから、何 ?」という感じでは

ないでしょうか ?

　もっと身近な事柄から説明できないものでしょ

うか ?　例えば次のような説明はどうでしょう。

右の表は手元にあ

るエネルギー（二

次エネルギー）を

“1”得るために

加工前のエネル

ギー（一次エネル

ギー）がどれ位必要なのかを示した表です。電

気は発電時の熱ロスや送電ロスが大きいので約 3

（2.7）倍のエネルギー量が無ければ手元に 1 の

エネルギーが得られないという事を示していま

す。対してプロパンや灯油は運送燃料が必要な程

度で、そのもの自体は減らないので 1.1 の量があ

れば手元に 1 が届くという事を示しています。こ

れだけ見ると電気はすごく効率の悪いエネルギー

だと分かります。ただ、電気は使い方によって大

きなエネルギーを生み出す事が出来るのです。単

にニクロム線などでお湯を沸かす電気温水器は膨

大なエネルギーが必要になりますが、空気を圧縮

すると熱くなる現象を利用すれば、小さなエネル

ギーで空気中の熱を取り出す事が出来ます。この

仕組みは空気中や液体中が熱を汲み上げるという

事で「ヒートポンプ」と呼ばれます。身近なとこ

ろではエアコンやエコキュートなどがこの仕組み

を利用していて、APF というエネルギー消費効率

で性能が示されます。例えばAPFが 3.6なら“1”

の電気エネルギーで“3.6 倍”の熱エネルギーを

取り出す事が出来るという意味です。そこで一次

エネルギーを考えてみると APF3.6 のエコキュー

トを例にとると、2.7 の電気エネルギー（一次エ

ネルギー）が手元に届くころには“1”（二次エネ

ルギー）となります、それがヒートポンプにより

3.6 倍に増えます。トータルで見ると 2.7 → 3.6、

つまり、1.3 倍に増えている事になります。

　対してガス給湯器は炎でお湯を作るので、どん

なに頑張っても全ての熱エネルギーは回収でき

ず、手元の１のエネルギーは 0.93 になります。

トータルでは 1.1 → 0.93 つまり 0.84 倍に減る事

になります。

　「ヒートポンプ」を利用した機器であるエアコ

ンは投入エネルギー 1 に対してなんと 7 倍ものエ

ネルギーを作り出す事が出来る機種もあります。

「ヒートポンプ」は少しずつエネルギーを集めて

大きな力にするのですが、集めるのに時間がかか

る事が欠点です。まさに漫画「ドラゴンボール」

の「元気玉」です。対してガス給湯器は瞬間にお

湯を作れるのですが、エネルギー変換効率がエコ

キュートに及ばないという事で「かめはめ波」

です。

連載：木造住宅の歩み（第23回）
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2.7 １ 3.4
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1.0

エエココキキュューートトのの場場合合

1.3
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1.0

　各設備においてこのような計算を集計したもの

が、その住宅の一次エネルギー消費量となります。

一次エネルギーで考えるという事は手元の二次エ

ネルギーとの比較ではなく、最終的には光熱費に

も影響を及ぼす重要な指標なのです。

〔つづく〕　北恵レポート担当O
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．子世帯の は「実家について親や兄弟姉妹と話したい」

子世帯の ％が「今後、実家について親や兄弟と話したい」

と回答し、実際に話したと回答した子世帯は ％に上り親

世帯以上に実家への関心の高まりが見られるが、その 割

（ ％）が「今後、実家について親や兄弟と話したい」と回答

し、まだ話し合いは充分ではなく結論が出ていない状況が想

像される。

また今後話したいと回答した若世帯の約 割 が「何を

話せばいいのかわからない」と回答。

．子世帯の同居・隣居を検討した経験は、親世帯の倍近い約 割

子世帯は、親との同居や隣居を検討した経験のある人が

％。内訳は既に購入した子世帯が ％に対し、これか

ら購入する子世帯では ％と増加し、関心が高まっている

ことを示している。

しかし、親世帯は、子世帯との同居・隣居を検討したことのあ

る人は 割にも満たず（ ％）、子が持ち家を購入する前の

ケースに限定しても ％に過ぎない。別の設問で親世帯に

子世帯との同居～近居検討の状況を質問した際には、「子ど

もから話があれば、検討する」との回答が最も多い ％を占

め、 親は子どもの出方を待っているのでは、と読み取れる。

３．「実家のこれから」相談会

「人生百年時代」を迎える中、核家族居住が一般化して子世帯も既にリタイア期に差し掛かるという状況下、

「両親が住んでいた実家をどのようにすればよいか」という、実家活用に関するものが増えてきているという。こ

の調査結果を踏まえて、所費者のニーズをや不安点、関心のあるところをリアルに把握して、単に「設計相談」

「相続相談」といった打ち出しでではなく、「実家のこれから」というダイレクトなコンセプトでキャンペーンを企画

している点が一味違う点だ。

実家のこれからを、以下の つのパターンを提案して、需要顕在化につなげている点が優れている。

➀二世帯住宅に建て替え ②快適な実家の建て替え ③実家の敷地に新築 ④賃貸併用住宅に建て替え ⑤

住み替えして新しい家づくり ⑥賃貸住宅に建て替え このように具体的に提案することで「あなたはどのタイ

プ？」というきっかけから商談が具体化するといえる。

今の家の将来について子どもと話したい

親との同居や隣居を検討した経験がある

－ 3－



 

キタケイの提供する２つのプライベートブランド 

環境・ぬくもり・素材をテーマとした各種住宅資材  “ スプロートユニバーサル ”  

天然木にこだわったフローリングや壁材  “ リラクシングウッド ” 

企画・製造から販売までトータルにプロデュース、心からご満足いただける住まいづくりを 

バックアップします。 
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リラクシングウッド 
抗菌・抗ウイルス加工 フローリング ウイルスガードコート シリーズ 
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